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ソフトウェア品質保証部長の会

「ソフトウェア品質保証部長の会」

活動(第6期)のご紹介

2015/11/9(月)

日立ソリューションズ 孫福
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ソフトウェア品質保証部長の会

はじめに

２００９年１１月に結成されたこの会も、活動が６年目となりました。

1年サイクルの活動として、今年は６つのテーマに分かれて議論を
重ねてきました。

また、参加者自身による講演、事例発表を積極的に取り入れ、技
術交流の場を増やし、相互理解を深めるよう活動してきました。

発表に先立ちまして、１年を振り返り活動内容をご紹介します。
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活動推移
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1期：立ち上げ
・情報交換
・ネットワーク
・発表会

2期：充実化
・合宿
・活動レポートWeb掲載
・関西責任者の会発足

3期：進化
・中長期的視点
・活動報告書(全84ﾍﾟｰｼﾞ)

４～６期：経営視点
・企画メンバ強化
・新テーマ
・SIG
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ミッションとビジョン

5

・課題の共有と解決策の模索及び成果の展開を通してソフトウェア
品質保証活動のレベルアップおよび価値の向上を図る。
・ソフトウェア品質保証の本質を明らかにし、ソフトウェア品質保証
部門のあり方、技術課題、人材育成の改善や深化を図る。
・ソフトウェア品質という観点で日本再生のトリガーの役割を果たす
・ソフトウェア品質保証において技術革新の先導役、担い手となる。

・世界に誇れる日本のソフトウェア品質保証技術（管理・プロセス・エ
ンジニアリング）の再確立を図る。

ミッション

ビジョン
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これまでの活動テーマ
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1期 ２期 ４期３期

５期 ６期

実態調査
SQiPｿﾌﾄｳｪｱ品
質保証実態ｱﾝｹ
ｰﾄ2010

悩み
品質保証部最前
線～ｵｼﾞｻﾝたちも
悩んでいる～

各社取組み
各社の品証部長
が語るｿﾌﾄ品質保
証の取り組み

進化論
品質保証ﾌﾟﾛｾｽ進
化論

悩みⅡ
品質保証部最前
線 ｵｼﾞｻﾝたちも
悩んでいる
PartⅡ

上流
やっぱり上流から
でしょう。取り組み
～

肝
ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証
の肝～経験に基
づいた勘所～

達人
しくみからのﾌﾞﾚｰ
ｸｽﾙｰ：ｿﾌﾄｳｪｱﾏｲ
ｽﾀｰと今後の品
質保証

レビュー
ﾚﾋﾞｭｰの質の向上
～幸せのﾚﾋﾞｭｰ目
指して～

肝Ⅱ
ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証
の肝ＰａｒｔII～もう
悩むのは止めよう
～

超上流
超上流からの品
質保証

経営視点
～目からウロコの
経営と品質保証
の関わり～

肝Ⅲ
ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証
の肝PartⅢ

人材育成
ｿﾌﾄｳｪｱ品質の向
上に寄与する「効
果的な人材育成」
を考える

超上流
超上流からの品
質保証PartⅡ

経営視点
～会社発展に寄
与する真の品質
向上活動とは？
～

アジャイル
流行りのｱｼﾞｬｲﾙ
、品質保証部門
は何するの？

肝Ⅳ
ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証
の肝（完結編）

超上流
超上流からの品
質保証 PartⅢ

品質意識
～品質意識を醸
成するには？～

アジャイル
スピード経営を実
現するためのアジ
ャイル開発

組織の進化
～品証組織の進
化と価値向上に
向けて～

設計工程
－要求・要件定義
の合意形成のた
めに－ 6
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これまでの活動テーマ
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1期 ２期 ４期３期

５期 ６期

実態調査
SQiPｿﾌﾄｳｪｱ品
質保証実態ｱﾝｹ
ｰﾄ2010

悩み
品質保証部最前
線～ｵｼﾞｻﾝたちも
悩んでいる～

各社取組み
各社の品証部長
が語るｿﾌﾄ品質保
証の取り組み

進化論
品質保証ﾌﾟﾛｾｽ進
化論

悩みⅡ
品質保証部最前
線 ｵｼﾞｻﾝたちも
悩んでいる
PartⅡ

上流
やっぱり上流から
でしょう。取り組み
～

肝
ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証
の肝～経験に基
づいた勘所～

達人
しくみからのﾌﾞﾚｰ
ｸｽﾙｰ：ｿﾌﾄｳｪｱﾏｲ
ｽﾀｰと今後の品質
保証

レビュー
ﾚﾋﾞｭｰの質の向上
～幸せのﾚﾋﾞｭｰ目
指して～

肝Ⅱ
ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証
の肝ＰａｒｔII～もう
悩むのは止めよう
～

超上流
超上流からの品
質保証

経営視点
～目からウロコの
経営と品質保証
の関わり～

肝Ⅲ
ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証
の肝PartⅢ

人材育成
ｿﾌﾄｳｪｱ品質の向
上に寄与する「効
果的な人材育成」
を考える

超上流
超上流からの品
質保証PartⅡ

経営視点
～会社発展に寄
与する真の品質
向上活動とは？
～

アジャイル
流行りのｱｼﾞｬｲﾙ
、品質保証部門
は何するの？

肝Ⅳ
ｿﾌﾄｳｪｱ品質保証
の肝（完結編）

超上流
超上流からの品
質保証 PartⅢ

品質意識
～品質意識を醸
成するには？～

アジャイル
スピード経営を実
現するためのアジ
ャイル開発

組織の進化
～品証組織の進
化と価値向上に
向けて～

設計工程
－要求・要件定義
の合意形成のた
めに－

目先の悩み・品証とは

マネジメント
視点

上流工程

新技術

技術的
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グループ別活動テーマ
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グル―プ 活動テーマ

グル―プ1 品証組織の進化と価値向上に向けて

グル―プ２ 超上流からの品質保証 PartⅢ

グル―プ３ ソフトウェア品質保証の肝（完結編）

グル―プ４
設計工程での品質施策

－要求・要件定義の合意形成のために－

グル―プ５
スピード経営を実現するためのアジャイル開発、品質保証
部門は何するの？

グル―プ６ 品質意識を醸成するには？

第６期活動テーマ
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年間スケジュール
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⑩

8 974 5 6
2015年

10 11 12
活動項目

1 2 310 11 12

2014年

SQiPシンポジウム
2015発表

9/16～1811/25

1/7 3/4

1/30～31

△ △ △ △ △ △

△

4/1 4/28 6/3 7/1 8/5 10/7

11/9

第5期発表会＆
第6期キックオフ

講演＋討議

主なイベント ①

② ③

④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑫

合宿&
事例発表

第6期発表会＆
第7期キックオフ

テーマ選定 チーム編成

Brush up

テーマ
候補決定

チーム
決定

チーム討議

発表
チーム決定

発表資料作成

討議結果の
最終まとめ

マイルストーン

6/3

△△

△△

△
12/10

⑪

部長の会
懇親会

ＳＱｉＰシンポジウム
発表会に向けての
スケジュール

6/12

中間
発表

⑬

毎月
第１水曜日
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進め方

１．はじめに １８：００～(５分)

２．SQｉP活動紹介 １８：３５～(１５分)

研究会やセミナーなど

３．講演・事例発表 １８：５０～（６０分）

著名人・参加者による講演とディスカッション

４．グループディスカッション １９：５０～（７０分）

５．討論内容発表 ２１：００～（３０分）

６．解散 ２１：３０

10

毎回こんな内容で進めています‥
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第４回 ２０１５年１月３０日（金）～３１日（土）：合宿 事例発表 ３件

（１）山越 一弘氏（(株)ＩＨＩエスキューブ）
「世界の品質、魅力的品質」

（２）増瀬 英雄氏（(株)島津ビジネスシステムズ）
「弊社と同様な業務形態である他社の品質保証について
どの様に実施しているのか、課題は何か」

（３）早崎 伸二氏（(株)リンクレア）
「品質文化の醸成方法」

第５回 ３月５日（水） 講演

飯塚 悦功氏(東京大学名誉教授)
「現代の経営における品質管理の意義（進化する品質経営） 」

第９回 ７月１日（水） 講演
大島 啓二氏(もと日立製作所)
「大規模開発を成功に導くアプローチ」

第13回 １１月９日（月） 講演
平鍋 健児氏
（（株）チェンジビジョン代表取締役社長、（株）永和システムマネジメント代表取締役社長）

「アジャイル開発再考 ～ビジネスの環境変化とソフトウェア工学視点から～ 」

講演・事例発表

11
11
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ソフトウェア品質保証責任者の会

対象：企業・学校・公共機関の品質保証責任者

内容：セミナーとディスカッションを月１回実施

役割を越えたディスカッションで品質意識を高める！

企業を越えたディスカッションで次の一手を考える！

費用：無料

場所：日科技連 大阪事務所（新藤田ビル（大阪市北区堂島））

実績：2011～2013：セミナー毎のディスカッション

2014～2015：研究活動（人財育成、身の丈プロセス

2015～ SQuBOK研究開始！

※研究成果はSQiPシンポジウムにて報告

12

関西地区の活動紹介

12
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本日の発表（１）

13

時間 内容 発表者（敬称略）

13:10～13:20 開催の挨拶 野中 誠
東洋大学／SQiP運営委員会委員長

13:20～13:30 ソフトウェア品質保証部長
の会 活動紹介

孫福和彦
(株)日立ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ

13:30～14:30 （60分） アジャイル開発再考
～ビジネスの環境変化とソ
フトウェア工学視点から～

平鍋 健児氏
（株）永和システムマネジメント代表取締役社長
（株）チェンジビジョン代表取締役社長

14:30～14:40 休憩（１０分）

14:40～15:10 （30分） スピード経営を実現するた
めのアジャイル開発、品質
保証部門は何するの？

二川 勇樹（グループ５）
（株）モバイルインターネットテクノロジー

15:10～15:40 （30分） 超上流からの品質保証
PartⅢ

千綿 洋一（グループ２）
（株）ニコン

15:40～16:10 （30分） 設計工程での品質施策 佐々木 方規（グループ４）
（株）ベリザーブ

司会：佐藤孝司（日本電気）

つづく…
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本日の発表（２）
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時間 内容 発表者（敬称略）

16:10～16:20 休憩（１０分）

16:20～16:50 （30分） 品証組織の進化と価値向
上に向けて

衣川 潔（グループ１）
(株)日立ソリューションズ

16:50～17:20 （30分） ソフトウェア品質保証の肝
（完結編）

藤川 昌彦 （グループ３）
アズビル（株）

17:20～17:50 （30分） 品質意識を醸成するには？ 江口 達夫（グループ６）
エプソンアヴァシス（株）

17:50～ 終了

つづき…
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ソフトウェア品質保証部長の会

それでは

発表をお楽しみに！

15
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ソフトウェア品質保証部長の会

付録

・発表概要

・メンバ紹介

・参加者募集のお知らせ

16
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講演内容

17

テーマ

平鍋 健児氏

株式会社永和システムマネジメント代表取締役社長
株式会社チェンジビジョン代表取締役社長

アジャイル開発再考
～ビジネスの環境変化とソフトウェア工学視点から～

内容

日本でも導入の進んできたアジャイル開発は、新しいビジネス
環境に適応する、ソフトウェア工学手法であり、また、チーム作
り手法であると考えています。この会では、アジャイル開発が現
れてきた背景や環境、アジャイル開発の概要をお話したあとで、
みなさんと一緒に品質とアジャイルについて考えたいと思いま
す。
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発表概要：アジャイル
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テーマ
『スピード経営を実現するためのアジャイル開発、品質保証部門
は何するの？』

発表者 二川 勇樹 （株）モバイルインターネットテクノロジー

アブスト
ラクト

各企業は世の中の変化に即応した経営を求められ、それを支え
るシステムにも柔軟な対応が求められています。このような環境
下、アジャイル開発は今後企業が発展していくのに必要不可欠と
なり、一気に普及する可能性があります。
アジャイル開発であっても品質はしっかり見ていかなければなら
ない、その一方、品質を厳しく見ることでアジャイル開発の長所を
損なうことがあってはならないと考えます。
二律背反ともいえるこの課題を中心に、有識者からの事例やご
意見を参考に、アジャイル開発での”品質保証のあるべき姿”や”
品質保証部門のかかわり方”を検討してまいりました。
今回の発表で、今後アジャイル開発を導入していこうと考えてい
る方のヒントになれば幸いです。
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発表概要：超上流
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テーマ 『超上流からの品質保証 partⅢ』

発表者 千綿 洋一（株）ニコン

アブスト
ラクト

私たち「SQiPソフトウェア品質保証部長の会」では、『超上流から
の品質保証』について研究を始めて 今期で３年目となりました。
今期は、品質保証部門長が、超上流工程で「発注側」と「受注
側」それぞれの立場で 直面した課題を、品質保証の観点でどの
ように解決し、契約につなげＰＪの成功に導くかを検討しています。
具体的には、「入札事例をもとに提案のポイントが何か」を研究
し、品質保証部長の目で独自に評価をしました。
この評価と品質保証部長達の実体験をベースとした品質保証
の切り口で超上流工程への関わり方を紹介いたします。
皆様へ、琴線にふれるような品質保証ならではの取り組みをお
伝えし、明日への活動に生かしていただければ、幸いです。
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発表概要：設計工程
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テーマ
設計工程での品質施策

～要求・要件定義の合意形成のために～

発表者 佐々木 方規（株）ベリザーブ

アブス
トラクト

設計工程、特に「要求・要件定義フェーズ」での顧客との間やプ
ロジェクト内での合意形成が不十分であることによる、プロジェク
ト崩れや品質問題が多く発生しています。ここでの合意形成は、コ
スト計画や納期を守るためだけでなく、品質保証の観点において
も、重要な課題であるといえます。
今回は、要求・要件定義の合意形成レベルを上げていくための
考え方や施策について、事例やグループでの検討結果を紹介し
ます。また、そこで、品質保証部門としてやれること、やるべきこと
を考えてまいります。
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発表概要：組織の進化

21

テーマ 『品証組織の進化と価値向上に向けて』

発表者 衣川 潔氏 （株式会社日立ソリューションズ）

アブスト
ラクト

企業を取り巻く状況が変化する中、品証組織はどう進化すべきで
しょうか。そこで、今期の活動では、２０１１年2期に検討された品質
保証プロセス進化論を基に、改めて品質保証の進化のあり方を検
討することとしました。
検討にあたっては、品証組織の規模・歴史の違いや、現状のＩＴ動
向を踏まえ、２期で示された４つの象限にマッピングすることで、改
めてあるべき品証組織の進化の姿を議論しました。
そこからは、規模、設立年数、経営からの期待の違いによって進
むべき方向性は必ずしも画一的でなく、バリエーションがあるというこ
とが分かりました。これらのバリエーションを認識した上で、競争力を
維持するために、品証組織はどのように価値を向上させていくべき
かを考察してきました。
皆さんの品証組織の置かれてる状況の違いで、進化すべき方向
性を検討する際に参考となれば幸いです。
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発表概要：ソフトウェア品質保証の肝
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テーマ 『ソフトウェア品質保証の肝 （完結編）』

発表者 藤川 昌彦氏 （アズビル株式会社）

アブスト
ラクト

品質保証業務の様々な場面で悩んでいる方の気付きの材料と
するために、第３期よりグル－プメンバ－の経験をもとに『ソフト
ウェア品質保証の肝』として具体的な事例をまとめてきました。
最初は１０カテゴリ ４４個であった肝も、３年間の活動の集大成
として８５個の肝を143ページにまとめましたが、肝１件毎の表現
不足により，記載内容の真意がつかみにくいものでした。
このため、今期は肝の精査に専念する方針としました。

• 個々の肝を深く議論し、全員が納得出来る内容に仕上げる。
• 肝の表現、解説、書式など全面見直す。
• 個々の肝は、２ページ構成とし、一つの肝に対して１ページの
詳細解説・具体例を追加する。
今回の発表は『完結編』として、過去の活動の振り返りを行うとと
もに、これらの中から代表的な肝を紹介します。
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発表概要：経営視点
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テーマ 『品質意識を醸成するには？』

発表者 江口 達夫 エプソンアヴァシス（株）

アブスト
ラクト

開発・設計部門において品質確保の活動がしっかりとなされてお
らず、品質保証部門の目からみて、「ありえない」、「とんでもない」
と思える現象が発生していることがあります。
このような状態に対して、「品質意識が低いのは困ったもの
だ！」と嘆いたり、単に批判しているだけでは品質意識の向上は
期待できません。
なぜ、「品質意識が低い」のでしょう？ 品質に対する意識を変
えていくためにはどうしたら良いのでしょう？
本グループでは、「品質意識が低いというのはどういう状態か」、
さらに「その原因と対応策」、「目指すべき状態と品質レベルにす
るにはどうしたらよいか」を討議してきました。
本発表が、皆様の活動の一助になれば幸いです。



Copyright (C) 2015 SQiPソフトウェア品質保証部長の会 All Rights Reserved

メンバー紹介 （１）敬称略
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氏名(敬称略) 所属

藤川 昌彦 アズビル株式会社

佐藤 孝司 日本電気株式会社

江口 達夫 エプソンアヴァシス株式会社

梯 雅人 株式会社日立製作所

川原 章義 日本システム株式会社

鎌倉 洋一 株式会社富士通ミッションクリティカルシステムズ

千綿 洋一 株式会社ニコン

村野 耕一 ブリヂストンソフトウェア株式会社

小林 康弘 株式会社日立産業制御ソリューションズ
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メンバー紹介（２）敬称略
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氏名(敬称略) 所属

早崎 伸二 株式会社リンクレア

杉野 晴江 ＮＥＣソリューションイノベータ株式会社

村田 和永 ＴＩＳ株式会社

廣石 高 三菱電機株式会社

臼杵 誠 富士通株式会社

池上 直之 AJS株式会社

内海 俊行 東芝ソリューション株式会社

衣川 潔 株式会社日立ソリューションズ

佐々木 方規 株式会社ベリザーブ
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メンバー紹介(３) 敬称略

氏名(敬称略) 所属

榊原 康之 株式会社ニコン

池田 浩明 株式会社インテック

矢吹 浩一 パナソニックファクトリーソリューションズ株式会社

山越 一弘 株式会社ＩＨＩエスキューブ

横山 美枝子 永山コンピューターサービス株式会社

日下 宏 キヤノン株式会社

二川 勇樹 株式会社モバイルインターネットテクノロジー

増瀬 英雄 株式会社島津ビジネスシステムズ

山下 治幸 ＴＩＳ株式会社

高田 真吾 株式会社メタテクノ

石田 貴広 丸紅ＩＴソリューションズ株式会社

服部 祐二 ブラザー工業株式会社
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アドバイザ・企画委員の紹介 敬称略
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氏名(敬称略) 所属

野中 誠 東洋大学／SQiP運営委員会委員長

足立 久美 デンソー

江口 達夫 エプソンアヴァシス

大島 啓二 もと日立製作所

梯 雅人 日立製作所

川原 章義 日本システム

佐藤 孝司 日本電気

千綿 洋一 ニコン

永田 哲 もとキヤノン

孫福 和彦 日立ソリューションズ

氏名(敬称略) 所属

飯塚 悦功 東京大学名誉教授

西 康晴 電気通信大学

誉田 直美 日本電気

保田 勝通 もと日立製作所

細川 宣啓 日本IBM

アドバイザ 企画委員
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ソフトウェア品質保証部長の会
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